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はじめに

このガイドでは、Sun JavaTM System Portal Server Mobile Access 7.1 (以前の名称は SunTM

ONE Portal Server, Mobile Access)ソフトウェアの管理機能の使用方法について説明し
ます。この章は、次の節で構成されています。

■ 7ページの「対象読者」
■ 8ページの「お読みになる前に」
■ 9ページの「内容の紹介」
■ 10ページの「表記上の規則」
■ 12ページの「関連マニュアル」
■ 14ページの「オンラインでの Sunリソースへのアクセス」
■ 14ページの「Sunテクニカルサポートへのお問い合わせ」
■ 14ページの「Sun以外の関連Webサイトについて」
■ 15ページの「コメントをお寄せください」

対象読者
このマニュアルは、サイトでMobile Accessソフトウェアの管理を担当する Portal
Server管理者またはシステム管理者を対象としています。

対象読者を特定します。このテキストを使用して、マニュアルで扱っている機能の
うち対象読者にとって特に役立つものを紹介します。ほかのマニュアルで、異なる
対象読者向けに類似の情報を扱っている場合は、該当するマニュアルに読者を誘導
します。たとえば、このマニュアルが入門レベルのユーザーを対象としている場合
は、より詳細な情報を得るために開発者が参照すると役立つマニュアルを提示しま
す。対象読者の説明には、次の情報を含めることができます。

■ 特定のプログラミング言語などの必要知識
■ Solarisオペレーティング環境またはハードウェアプラットフォームについての、
必要な経験または理解度

■ ユーザーまたは職務のタイプの定義 (アプリケーションプログラマ、システム管
理者、フィールドエンジニアなど)

■ ユーザーが実行するタスクに関係する用語

例:
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この『Sun Java System Portal Server Mobile Access 7.1管理ガイド』は、Sun Java System
サーバーおよびソフトウェアを使用して、統合アイデンティティー管理およびWeb
アクセスプラットフォームを実装する管理者またはソフトウェア開発者による利用
を想定しています。

Portal Server Mobile Accessの管理者およびソフトウェア開発者は、次のテクノロジに
ついて理解しているようにしてください。

■ LDAP (Lightweight Directory Access Protocol)
■ Javaテクノロジ
■ JavaServer Pages

TM
(JSP

TM
)テクノロジ

■ HTTP (Hypertext Transfer Protocol)
■ HTML (Hypertext Markup Language)
■ XML (Extensible Markup Language)

お読みになる前に
Mobile Accessを管理する前に、次の事柄について理解しておくことをお勧めしま
す。

■ SolarisTMの基本的な管理手順
■ UNIX®の基本的な管理手順
■ LDAP (lightweight directory access protocol)
■ モバイル環境およびボイス環境に対応するポータルコンテンツの作成に使用され
るマークアップ言語 (HTML、cHTML、VoiceXMLなど)

■ SolarisTM 8オペレーティングシステム (SPARC®プラットフォーム版)、Solaris 9オペ
レーティングシステム (SPARCプラットフォーム版)、または Solarisオペレー
ティングシステム (x86プラットフォーム版)

■ Sun JavaTM System Directory Server (以前の名称は Sun ONE Directory Server)
■ Sun JavaTM System Access Manager (以前の名称は Sun ONE Identity Serverおよび Sun

Java System Identity Server)
■ Sun JavaTM System Portal Server 7
■ Sun JavaTM System Portal Server Secure Remote Access 7

使用するWebコンテナによっては、次の製品のいくつかの知識が必要になります。

■ Sun JavaTM System Web Server (以前の名称は Sun ONE Web Server)
■ Sun JavaTM System Application Server
■ BEA WebLogic ServerTM 8.1 SP2/SP4
■ IBM WebSphere® 5.1

このマニュアルを読む前に読者がほかのマニュアルの内容を理解している必要があ
る場合、ここで該当するマニュアルの一覧を示します。

はじめに
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例:

Portal Server Mobile Accessは Sun Java Enterprise Systemのコンポーネントの 1つです。
Sun Java Enterprise Systemは、ネットワークまたはインターネット環境上に分散する
エンタープライズアプリケーションをサポートするソフトウェアインフラストラク
チャーです。読者は Sun Java Enterprise Systemとともに提供されるマニュアルの内容
を理解している必要があります。このマニュアルは
http://docs.sun.com/coll/entsys_04q4からオンラインで入手できます。

Portal Server Mobile Accessの配備では Sun Java System Directory Serverがデータストアと
して使用されるため、この製品とともに提供されるマニュアルの内容を理解してい
る必要があります。Directory Serverのマニュアルは、http://www.docs.sun.comから
オンラインで入手できます。

内容の紹介
このマニュアルは、次の章および付録で構成されています。

■ 第 1章では、Mobile Accessソフトウェアの主な機能、Mobile Access機能、基本エ
ンドユーザーインタフェースである Portal Serverデスクトップについて説明しま
す。

■ 第 2章では、モバイルデバイスの識別と管理、クライアントデータベースの管
理、Sun Java System Access Managerクライアントディテクションインタフェースを
使用してクライアントタイプデータを管理する方法についての情報を提供しま
す。

■ 第 3章では、モバイルアクセスを提供するポータルサイトで役立つ認証モジュー
ルについて説明します。

■ 第 4章では、ワイヤレスデスクトップディスパッチャの概要と、モバイルポータ
ルデスクトップのプロパティーについて説明します。

■ 第 5章では、アプリケーションの設定を管理する方法の概要を示します。
■ 第 6章では、ポータルサイトへの音声アクセスに関するMobile Accessソフト
ウェアのサポートについて説明します。

上記のほかに、用語集と索引も提供されています。

はじめに
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表記上の規則
次の表中の記号の意味が、対象の製品またはプラットフォームに対して正確である
ことを確認してください。詳細は、『Sun Editorial Style Guide』の第 2章
の「Documenting Multiple Keystrokes」を参照してください。

例

表P–1 デフォルトのパスおよびファイル名

用語 説明

IdentityServer-base Identity Serverのベースインストールディレクトリを表します。
Identity Server 2004Q2のデフォルトのベースインストールディレク
トリおよびベース製品ディレクトリは、プラットフォームによって
異なります。

Solarisシステム: /opt/SUNWam

Linuxシステム: /opt/sun/identity

DirectoryServer-base Sun Java System Directory Serverのベースインストールディレクトリ
を表します。固有のパス名については、製品マニュアルを参照して
ください。

ApplicationServer-base Sun Java System Application Serverのベースインストールディレクト
リを表します。固有のパス名については、製品マニュアルを参照し
てください。

WebServer-base Sun Java System Web Serverのベースインストールディレクトリを表
します。固有のパス名については、製品マニュアルを参照してくだ
さい。

このマニュアルでは、記載されている情報の種類を表すために、表記上の規則を使
用しています。

モノスペースフォント
モノスペースフォントはコンピュータ画面に表示されるテキスト、またはユーザー
が入力するテキストを表します。また、ファイル名、識別名、関数、コーディング
例にも使用します。

ボールドモノスペースフォント
ボールドモノスペースフォントはコード例の中でユーザーが入力するテキストを表
します。たとえば、次のようなコード例があるとします。

./pssetup

はじめに
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*******************************************************************

Sun Java
TM

System Portal Server

*******************************************************************

Installation log at

/var/sadm/install/logs/ipsinstall.13343/install.log

This product will run without a license. However, you must either purchase a

Binary Code License from, or accept the terms of a Binary Software Evaluation

license with, Sun Microsystems, to legally use this product.

Do you accept? yes/[no]

この例では、./pssetupがコマンド行から入力する部分になります。残りの部分は、
その結果表示された出力になります。

イタリックフォント
イタリックフォントはインストール状況に応じた固有の情報 (変数など)を使用して
入力するテキストに使用されます。サーバーのパス、名前、アカウント IDなどに使
用されます。

角括弧
角括弧 []はオプションパラメータを囲みます。たとえば、Portal Serverソフトウェア
のマニュアルには、dpadminコマンドの使用法が次のように記されています。

dpadmin list|modify|add|remove [command-specific options]

[command-specific]は、dpadminコマンドにオプションパラメータを追加できること
を示しています。

コマンド行プロンプト
コマンド行プロンプト (Cシェルの %、Kornまたは Bourneシェルの $など)の例は示
しません。使用しているオペレーティングシステム環境に応じて、コマンド行プロ
ンプトの表示は異なります。ただし、特に指定されていないかぎり、コマンドはマ
ニュアルで表示されているとおりに入力する必要があります。

はじめに
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関連マニュアル
このマニュアルの内容に関係がある Sunの製品マニュアルのタイトル一覧を示しま
す。また、このマニュアルに記載されている他社のマニュアルまたは読者に役立つ
マニュアルのタイトル (著者および出版社)の一覧も示します。

http://docs.sun.comSM Webサイトから、Sunの技術マニュアルをオンラインで利用で
きます。アーカイブを参照することも、特定の書名や件名で検索することもできま
す。

マニュアルセットの内容
次の表は、Portal Server Mobile Accessコアマニュアルセットに含まれるマニュアルに
ついての要約です。

マニュアルタイトル 説明

『Sun Java System Portal Server Mobile Access配備
計画ガイド』

Sun Java System Mobile Accessソフトウェアを計画
および配備する方法について説明します。

『Sun Java System Portal Server Mobile Access管理
ガイド』

管理コンソールとコマンド行を使用して Sun Java
System Portal Server Mobile Access 7を管理する方
法について説明します。

『Sun Java System Portal Serverリリースノート』 製品のリリース後に提供されます。この現行リ
リースでの新機能の説明、既知の問題や制限事
項、ソフトウェアまたはマニュアルの問題を報
告する方法など、一連の最新情報が記載されて
います。

『Sun Java System Portal Server Mobile Access
Developer’s Guide』

Mobile Accessソフトウェアの開発者パースペク
ティブについて説明します。また、ソフト
ウェアに付属する 3つのモバイルアプリケー
ションについての情報も提供します。カレン
ダ、アドレス帳、およびメールの 3つの付属ア
プリケーションはすべて、開発者による詳細な
カスタマイズが可能です。

『Sun Java System Portal Server Mobile Access
Developer’s Reference Guide』

ソフトウェアに付属する 3つのモバイルアプリ
ケーションをカスタマイズする方法についての
開発者向けリファレンスを提供します。付属ア
プリケーションはカレンダ、アドレス帳、およ
びメールの 3種類です。

『Sun Java System Portal Server Mobile Access Tag
Reference Library』

Sun Java System Portal Server Mobile Accessタグライ
ブラリ (ソフトウェア内)についての詳しい情報
を提供します。

はじめに
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次の表は、Portal Server Mobile Accessコアアプリケーションマニュアルセットに含ま
れるマニュアルについての要約です。

表P–2 マニュアルセットの内容

マニュアルタイトル 説明

『Identity Server Technical
Overview』(http://www.docs.sun.com)

アイデンティティー管理の統合と、企業資産や
Webベースアプリケーションの保護のために、
Identity Serverの各種コンポーネントが連携して機能
するしくみについて概略レベルで解説します。
Identity Serverの基本的な概念および用語について説
明します。

『Identity Server管理ガイ
ド』(http://www.docs.sun.com)

Portal Server Mobile Accessコンソールとコマンド行
を使用して、ユーザーおよびサービスデータを管理
する方法について説明します。

『Identity Server Developer’s
Guide』(http://www.docs.sun.com)

Identity Serverをカスタマイズし、その機能を組織の
現在の技術インフラストラクチャーに統合する方法
について説明します。製品とそのAPIのプログラム
的側面についての詳細を示します。

『Identity Serverリリースノー
ト』(http://www.docs.sun.com)

製品のリリース後に提供されます。この現行リリー
スでの新機能の説明、既知の問題や制限事項、ソフ
トウェアまたはマニュアルの問題を報告する方法な
ど、一連の最新情報が記載されています。

その他のPortal Serverマニュアル
その他の Portal Serverマニュアルには、次のものがあります。
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1配備計画ガイド』
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1 Developer’s Guide』
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1管理ガイド』
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1 Secure Remote Access管理ガイド』
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1 Technical Reference Guide』
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1 Installation Guide』
■ 『Sun Java System Portal Server 7.1 Command Line Reference』

Sun Java System Portal Server 7.1のすべてのマニュアルは、次のURLから参照できま
す。

http://www.docs.sun.com

■ Directory Serverマニュアル http://www.docs.sun.com

■ Web Serverマニュアル http://www.docs.sun.com

■ Application Serverマニュアル http://www.docs.sun.com

■ Web Proxy Serverマニュアル http://www.docs.sun.com

はじめに
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オンラインでの Sunリソースへのアクセス
製品のダウンロード、プロフェッショナルサービス、パッチとサポート、追加の開
発者向け情報については、次の各サイトを参照してください。

■ ダウンロードセンター http://httP://www.sun.com

■ プロフェッショナルサービス http://www.sun.com

■ Sunエンタープライズサービス、Solarisパッチ、サポート
http://sunsolve.sun.com/

■ 開発者向け情報 http://developers.sun.com

■ ダウンロードセンター http://www.sun.com

■ プロフェッショナルサービス http://www.sun.com

■ Sunエンタープライズサービス、Solarisパッチ、サポート
http://sunsolve.sun.com

■ 開発者向け情報 http://developers.sun.com

Sunテクニカルサポートへのお問い合わせ
この製品に関する技術的な質問があり、製品マニュアルでは回答が得られなかった
場合は、http://www.sun.comにアクセスしてください。

Sun以外の関連Webサイトについて
この項では、Sun以外の関連URLを示します。

この時点で Sun以外のURLがマニュアルに含まれていない場合でも、この項目
を「はじめに」に残しておきます。この項はすべての「はじめに」の節に必要であ
り、Sun法務部門による文言をそのまま掲載します。

Sunは、このマニュアルに記載されているサードパーティーのWebサイトの利用可
能性について責任を負いません。Sunは、サードパーティーのサイトやリソース上ま
たはこれらを通じて利用できるコンテンツ、広告、製品、その他の素材について保
証せず、いかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上またはこれらを
通じて利用できるコンテンツ、製品、またはサービスを利用または信用したことに
伴って発生した、あるいは発生したとされるいかなる損害や損失についても、Sunは
一切責任を負いません。

はじめに
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コメントをお寄せください
弊社ではマニュアルの改善に努力しており、お客様からのコメントおよび提案を歓
迎いたします。

コメントをお送りいただく際は、http://docs.sun.comにアクセスして、「Send
Comments」をクリックしてください。オンラインフォームに、マニュアルのタイト
ルと Part No.をご記入ください。このマニュアルの Part No.は 820-0871であり、この
マニュアルのタイトルページまたは上部に記載されています。たとえば、このマ
ニュアルのタイトルは『Sun Java System Portal Server Mobile Access 7.1管理ガイド』で
あり、Part No.は 820-0871です。

はじめに
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概要

Sun JavaTM System Portal Server Mobile Access (以前の名称は SunTM ONE Portal Server,
Mobile Access)ソフトウェアは、Sun Java System Portal Serverプラットフォームのサー
ビスと機能を携帯電話や PDA (携帯情報端末)などのモバイル機器にまで拡張しま
す。また、音声アクセスのフレームワークも提供します。Mobile Accessソフト
ウェアにより、ポータルサイトユーザーは、ハイパーテキストマークアップ言語
(HTML)を必要とするブラウザを使用してアクセスするときと同じコンテンツを取得
できます。このソフトウェアでは、Sun Java System Portal Server Secure Remote Access
ソフトウェアがサポートされ、Sun Java System Access Managerソフトウェアの管理コ
ンソールが使用されます。

Mobile Access製品の機能は、Portal Serverソフトウェアとシームレスに統合されま
す。Portal Serverソフトウェアの管理方法を知っていれば、Mobile Accessソフト
ウェアの管理方法を理解することは難しくありません。

この章では、Portal Server 7.1アプリケーションでMobile Access機能を有効にする方法
についての情報と、Mobile Accessソフトウェアの主な機能の概要を示します。ま
た、Sun Java System Access Managerソフトウェアの管理コンソール、ポータルサー
バーコンソール、および基本エンドユーザーインタフェースである Portal Serverデス
クトップに追加されたMobile Accessの機能についても説明します。この章では次の
トピックについて説明します。

■ 18ページの「Portal Server 7.1でのMobile Access機能の有効化」
■ 19ページの「Mobile Accessソフトウェア」
■ 24ページの「管理コンソール」

1第 1 章
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Portal Server 7.1でのMobile Access機能の有効化
Portal Server 7.1アプリケーションをインストール済みの場合、このアプリケーション
に含まれるMobile Access機能はデフォルトでは無効になっています。Portal Server 7.1
でMobile Access機能を有効にするには、Webサーバーで次の手順を実行します。

1. /var/opt/SUNWwbsvr7/admin-server/config-store/

host-name/web-app/host-name/amserver/WEB-INF/web.xml ファイルおよび
/var/opt/SUNWwbsvr7/https-

host-name/web-app/host-name/amserver/WEB-INF/web.xml ファイルを開きます。
2. web.xmlファイル内の filterエントリを探します。

3. amlcontrollerのエントリのコメントを解除し、ファイルを保存します。
amlcontrollerファイルでコメントを解除する必要がある行は次のとおりです。

<filter>

<filter-name>amlcontroller</filter-name>

<filter-class>com.sun.mobile.filter.AMLController</filter-class>

</filter>

<filter-mapping>

<filter-name>amlcontroller</filter-name>

<url-pattern>/*</url-pattern>

</filter-mapping>

4. Application Server/Web Serverを再起動します。

Application Serverで、次の手順を実行します。

1. /var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/generated/xml/j2ee-modules/amserver

/WEB-INF/web.xml ファイルおよび
/var/opt/SUNWappserver/domains/domain1/applications/j2ee-modules/amserver

/WEB-INF/web.xml ファイルを開きます。

2. web.xmlファイル内の filterエントリを探します。

3. amlcontrollerのエントリのコメントを解除し、ファイルを保存します。

4. Application Server/Web Serverを再起動します。

▼ Portal Server 7.1でMobile Accessを設定する
Portal Serverコンソールアプリケーションにログインします。

「ポータル」タブをクリックします。

利用可能なポータルのリストから portal1ポータルをクリックします。

1

2

3

Portal Server 7.1でのMobile Access機能の有効化
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「DNを選択」ドロップダウンリストから DeveloperSampleを選択します。

「デスクトップ属性」で利用可能な親コンテナフィールドの値を
WirelessDesktopDispatcherに変更します。

▼ ログイン成功時のURLを変更する
Access Managerコンソールにログインします。

組織のDeveloperSampleに移動します。

「サービス」を選択します。

コア下で利用可能な「ログイン成功時に返すデフォルトの URL」を /portal/dtに変
更します。

Mobile Accessソフトウェア
この節では、Mobile Accessソフトウェアの次の機能を理解し、これらの機能により
Portal Serverソフトウェアの機能を拡張する方法について説明します。

■ 19ページの「ポータルデスクトップ」
■ 20ページの「クライアントタイプ」
■ 21ページの「認証」
■ 21ページの「音声アクセス」
■ 21ページの「チャネル、コンテナ、プロバイダ」
■ 22ページの「レンダリング」
■ 24ページの「モバイルアプリケーション」

ポータルデスクトップ
ポータルサイトでは、標準ポータルデスクトップ、モバイルポータルデスク
トップ、音声ポータルデスクトップの 3種類のデスクトップが提供されます。これ
らのポータルデスクトップは、Mobile Accessソフトウェアのコンポーネントの 1つで
あるワイヤレスデスクトップディスパッチャによって制御されます。Portal Serverデ
スクトップサーブレットによって、ワイヤレスデスクトップディスパッチャに要求
が転送されます。

ワイヤレスデスクトップディスパッチャでは、表示プロファイルの設定データを使
用して、ユーザー要求のルーティング先として適切なポータルデスクトップ (標準、
モバイル、または音声)が決定されます。

4

5

1

2

3

4
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ユーザーのポータルサイトへのアクセス方法にかかわらず、ポータルデスクトップ
はユーザーのポータルサイトのデフォルトインタフェースになります。ポータルサ
イトのユーザーがモバイル機器を使用してポータルサイトにアクセスすると、モバ
イルポータルデスクトップが表示されます。電話を使用してポータルサイトにアク
セスした場合は、音声ポータルデスクトップが応答します。

デフォルトでは、次のチャネルをモバイルポータルデスクトップ上でデフォルトで
利用および表示できます。

■ ユーザー情報
■ ブックマーク
■ 個人用ノート
■ サンプルXML

モバイルポータルデスクトップの詳細については、第 4章を参照してください。

クライアントタイプ
Mobile Accessソフトウェアは、市販されているほとんどすべてのモバイル機器をサ
ポートしています。各モバイル機器 (クライアント)は、クライアントプロファイ
ルを使用して識別されます。各クライアントには、モバイル機器のブラウザで使用
されるデバイスマークアップ言語に基づいて、クライアントタイプと呼ばれる一意
の識別子が割り当てられます。

モバイル機器で使用されるマークアップ言語には、次のようなものがあります。

■ HDML (Handheld Device Markup Language)
■ cHTML (compact Hypertext Markup Language)
■ iHTML (i-mode Hypertext Markup Language)
■ JHTML (J-Sky Hypertext Markup Language)
■ XHTML (Extensible Hypertext Markup Language)
■ VoiceXML (Voice Extensible Markup Language)
■ WML (Wireless Markup Language)

Mobile Accessソフトウェアでは、Nokia 6310iクライアントに対するWMLサポートお
よびHandspring Treo 180クライアントに対する cHTMLサポートが保証されていま
す。ただし、ユーザーは、これらのマークアップ言語のいずれかを使用するモバイ
ル機器でポータルコンテンツにアクセスできます。

クライアントプロファイルの管理には、Access Managerの管理コンソールの一部であ
る「クライアントマネージャー」が使用されます。モバイルクライアントタイプお
よび機器の検出の詳細については、第 2章を参照してください。

Mobile Accessソフトウェア
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認証
Mobile Accessソフトウェアでは、Portal Serverソフトウェアによって提供される認証
モジュールのサポートに加え、ユーザーに次のことを許可することも可能です。

■ モバイルポータルデスクトップへのログイン時にパスワードプロンプトを省略す
る。

■ 匿名ユーザーとしてログインする。

これらの認証モジュールの使用については、第 3章を参照してください。

音声アクセス
Mobile Accessソフトウェアは、VoiceXMLアプリケーションのフレームワークを提供
します。音声機能にアクセスするには、音声認識、テキスト読み上げ、および
VoiceXMLブラウザに対応するように音声サーバーを設定する必要があります。

音声アクセスの詳細については、第 6章を参照してください。

チャネル、コンテナ、プロバイダ
Mobile Accessソフトウェアでは、プロバイダ、チャネル、およびコンテナを使用し
て、コンテンツをモバイルポータルデスクトップに表示します。

このトピックには、次の情報が含まれます。

■ 21ページの「チャネル」
■ 21ページの「コンテナチャネル」
■ 22ページの「プロバイダ」

チャネル
チャネルによって、コンテンツがモバイルポータルデスクトップに表示されます。
チャネルは、プロバイダオブジェクト、設定、およびチャネルをサポートするため
に必要なデータファイル (テンプレートなど)から構成されています。

コンテナチャネル
コンテナ (コンテナチャネル)は、ほかのチャネルのコンテンツを集めることによ
り、コンテンツをモバイルポータルデスクトップに表示するチャネルです。Mobile
Accessソフトウェアを使用すると、Portal Serverソフトウェアに含まれているコンテ
ナチャネルに次のデフォルトコンテナチャネルが追加されます。

■ JSPNativeContainer

■ JSPRenderingContainer

Mobile Accessソフトウェア
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■ TemplateNativeContainer

■ VoiceJSPDesktopContainer

■ WirelessDesktopDispatcher

プロバイダ
プロバイダは、モバイルポータルデスクトップ上でユーザーにチャネルコンテンツ
を提供するための基盤の実装です。プロバイダは、汎用リソースのインタフェース
を適合させます。

プロバイダのコンテンツソースには、次のものが含まれます。

■ ファイル内のコンテンツ
■ アプリケーションからの出力
■ サービスからの出力

プロバイダは、モバイル機器のタイプごとに適切な形式でコンテンツを配信する
Javaクラスファイルです。モバイルポータルデスクトップが作成されると、関連す
るチャネルのコンテンツについて各プロバイダにクエリーが実行されます。

デフォルトのプロバイダには次のものが含まれます。

■ JSPRenderingProvider

■ RenderingWrappingProvider

次の新しいプロバイダがデフォルトコンテナに追加されます。

■ JSPRenderingContainerProvider

■ JSPSingleRenderingContainerProvider

■ WirelessDesktopDispatcherProvider

■ WirelessJSPDesktopProvider

■ WirelessTemplateClientConfigProvider

■ WirelessTemplateContentProvider

■ WirelessTemplateDesktopProvider

■ WirelessTemplateLayoutProvider

モバイルポータルデスクトップを設定するためのチャネル、コンテナ、およびプロ
バイダの使用については、第 4章を参照してください。

レンダリング
モバイル機器を使用すると、ポータルサイトユーザーはHTMLブラウザを使用して
アクセスするときと同じコンテンツにアクセスできます。これを可能にする処理
は、レンダリングと呼ばれる変換処理です。レンダリングにより、コンテンツを一
度だけ作成して、さまざまなモバイル機器に適切に表示することができます。

Mobile Accessソフトウェア
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モバイルレンダリングコンポーネントは、機器を検出し、モバイル機器に表示する
ために出力をフォーマットします。このコンポーネントは、次の 4つのサブコン
ポーネントから構成されています。

■ クライアントディテクション:ポータルへのアクセスに使用される各モバイル機
器の機能および特徴を決定します。これを実行するために、CC/PP (Composite
Capability and Preference Profiles)仕様、UAProf、または事前設定データが使用され
ます。

■ レンダリングフィルタ :コンテンツをレンダリングエンジンに渡し、JavaServer
PagesTM (JSPTM)ソフトウェアテンプレートで設定されているコンテンツタイプの値
を使用して、変換された機器固有のコンテンツをクライアントに渡します。レン
ダリングフィルタは、すべての認証およびアプリケーション JSPソフトウェアテ
ンプレートに適用されるサーブレットフィルタです。

■ レンダリングエンジン : AML (機器独立マークアップ言語)を、クライアントに適
した機器固有のマークアップ言語に変換します。

レンダリングされたコンテンツが、対象となる機器のページサイズを超えた場
合、レンダリングエンジンは改ページ位置を調整し、それらのページを応答
バッファーに保存します。

■ 応答バッファー :制限されたデバイスバッファーに収まるように、サイズの大き
な出力ストリームを小さいサイズの応答に分けて保存します。応答バッファー
は、認証、デスクトップ、モバイルアプリケーションの各コンポーネントで使用
されます。

クライアント機器が別のページを要求すると、応答バッファーは次のページで応
答します。

Mobile Accessソフトウェアは、ネイティブとレンダリングの両方のチャネルおよび
コンテナをサポートしています。ネイティブチャネルは、JSPテクノロジと、Nokia
WMLクライアントに固有のテンプレートに基づいています。HTML、VoiceXML、
およびWMLをサポートするクライアントは、ネイティブポータルデスクトップのテ
ンプレートを使用します。

レンダリングチャネルでも JSPテクノロジが使用されます。レンダリングチャネルに
より、ユーザーはポータルデスクトップを表示して、特定のモバイル機器に固有の
レンダリングコンテンツを表示することができます。この機能は、Mobile Accessソ
フトウェアのレンダリング処理を通過したAML (Abstract Markup Language)テンプ
レートを使用することにより、可能になります。cHTML、iHTML、JHTML、
XHTML、およびHDMLをサポートするクライアントには、レンダリングされたポー
タルデスクトップのAMLテンプレートが必要です。

Mobile Accessソフトウェア
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モバイルアプリケーション
Mobile Accessソフトウェアには、ユーザーがモバイルポータルデスクトップでアク
セスできる 4つのデフォルトアプリケーションが用意されています。デフォルトア
プリケーションは、次のとおりです。

■ アドレス帳
■ カレンダ
■ メール
■ FAX

これらのアプリケーションは、モバイルポータルデスクトップがユーザーインタ
フェースの役目をして、バックエンドサーバーで実行されます。アプリケーション
へのリンクが確立されると、Portal Serverソフトウェアの管理外で実行されます。
ユーザーは、アプリケーションの使用を終了したら、モバイルポータルデスク
トップに戻って他のプロバイダを使用できます。

管理コンソール
Mobile Accessソフトウェアの管理者は、Access Managerの管理コンソールを使用し
て、継続した日常管理タスクのほとんどを実行することができます。

この節では、ポータルサイトへのモバイルアクセスを管理する際の、管理コンソー
ルの次の機能の使い方について詳しく説明します。

■ 24ページの「Mobile Accessソフトウェアの機能」
■ 25ページの「標準の管理機能」
■ 25ページの「ログイン」

Access Manager管理コンソールおよびAccess Managerソフトウェアの管理方法につい
ては、『Sun Java System Access Manager 7 2005Q4管理ガイド』を参照してください。

Mobile Accessソフトウェアの機能
ポータルサイトへのモバイルアクセスの管理に必要な機能は、管理コンソールおよ
びポータルコンソールの機能の一部です。

管理コンソールの機能の一部には、次のものがあります。

■ 各モバイル機器のクライアントタイプに対応する条件プロパティーのページ
■ モバイル機器のクライアントタイプに対応するマークアップ言語のカテゴリとプ
ロパティー定義

ポータルコンソールの機能の一部には、次のものがあります。

管理コンソール
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■ モバイルポータルデスクトップのデフォルトのコンテナチャネル
■ モバイルポータルデスクトップのプロバイダ
■ モバイルアドレス帳、メール、およびカレンダアプリケーションの「サービス設
定」ページ

標準の管理機能
管理コンソールでモバイルおよび音声ポータルデスクトップを管理する際に実行で
きる機能には、次の機能が含まれます。

■ Access Managerソフトウェアのクライアントディテクションインタフェースを使
用してデバイスプロファイルを編集する

■ デスクトップコンテナのプロパティーを変更してモバイルポータルデスクトップ
でのチャネルの読み込み方法を制御する

■ 「NoPassword」認証モジュールを編集してユーザーがパスワードの識別を省略で
きるようにする

ポータルコンソールの一般的な機能の一部には、次のものがあります。

■ 特定のモバイル機器に対して動的にレンダリングされるチャネルを作成する
■ デフォルト以外のコンテナおよびそれらに固有のチャネルリストをサポートする
ようにデフォルトのMobile Accessコンテナを編集する

ログイン
Access Manager管理コンソールのデフォルトURLは、次のとおりです。

http://server:port/amconsole

ポータル管理コンソールのデフォルトURLは、次のとおりです。

http://server:port/psconsole

管理者は、amadminとして両方の管理コンソールにログインします。

Portal Serverソフトウェアの管理コンソールの使用については、『Sun Java System
Portal Server 7管理ガイド』を参照してください。

管理コンソール
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モバイル機器の管理

Sun Java System Portal Server Mobile Access 7.1ソフトウェアでは、Sun Java System Access
Managerクライアントディテクションモジュールを使用して、ポータルサイトのユー
ザーがポータルサイトへのアクセスに使用するさまざまなクライアント、つまりモ
バイル機器を識別および管理します。

この章では次のトピックについて説明します。

■ 27ページの「クライアントディテクションの理解」
■ 29ページの「クライアントデータベースの管理」
■ 30ページの「「クライアントマネージャー」の使用」
■ 34ページの「クライアントタイプデータの管理」

クライアントディテクションの理解
クライアントディテクションは、ポータルサイトへのアクセスに使用される各モバ
イル機器の機能および特徴を確認します。これを実行するために、CC/PP (Composite
Capability and Preference Profiles)仕様、UAProf、または事前設定データが使用されま
す。

Mobile Accessソフトウェアでは、各クライアントに対して次の 3つのプロパティーが
定義されている必要があります。それらのプロパティーは、次のとおりです。

■ clientType—クライアントデータの固有のインデックスを提供する名前。Nokia
6310i携帯電話の clientTypeの値は、Nokia6310i_1.0です。

■ parentId—デバイスの直接の親の ID (親がないオブジェクトの場合、値は
clientTypeと同じ)。Nokia 6310i携帯電話の parentIdの値は、Nokiaです。

■ userAgent—HTTPユーザーエージェント文字列。ベースおよびスタイル情報の場
合は、この値を空にすることができます。Nokia 6310i携帯電話の userAgentの値
は、Nokia6310/1.0です。

2第 2 章
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また、Mobile Accessソフトウェアでは、クライアントタイプの特定のプロパティー
値の保存および取得に条件プロパティーが使用されます。たとえば、
desktopContainer条件プロパティーがこれに該当します。ワイヤレスデスクトップ
ディスパッチャは、このプロパティーを読み取って、要求されたクライアントタイ
プのデスクトップコンテナを決定します。

Mobile Accessソフトウェアは、クライアントタイプデータをファイル
/var/opt/SUNWam/config/ldif/sunAMClient_data.ldifから LDAPディレクトリにイン
ポートし、Access ManagerソフトウェアのAPIを使用して clientTypeを識別します。
一致は、次の順序で決定されます。

▼ 一致を決定する
完全一致

部分一致

キーワード一致

ベースプロファイルに対して、UAProfプロファイルを動的に適用することもできま
す。ユーザーは FEDIClientDetectorを保持し、次のいずれかを行う必要があります。

■ Mobile Accessシステムから、一般のインターネットまたは選択したハンドセット
ベンダーサイトへのアクセスを許可するようにファイアウォールを設定する

■ 一般のインターネットまたは選択したハンドセットベンダーサイトへのアクセス
にプロキシサーバーを使用するように、Mobile Accessシステム JVMを設定する
(後述の「技術的な注意事項」を参照)

■ DMZの内部など、Mobile Accessシステムにアクセス可能な内部Webサーバー上
にUAProfプロファイル (RDFファイル)を発行し、すべてのUAProf要求に対して
一般のインターネットの代わりに内部Webサーバーを使用するようにMobile
Accessシステム上でDNSを設定する

一般のインターネットに選択的にアクセスするようにプロキシサーバーを設定する
際の技術的な注意事項は次のとおりです。

JVMには、Webコンテナからの外部プロキシを使用した外部接続のために、プロキ
シサーバーの詳細を指定するオプションが用意されています。また、指定されたプ
ロキシを使用しないホストを指定することもできます。一般のインターネットへの
アクセスにプロキシサーバーを使用するように、Mobile Accessシステム JVMを設定
できます。

Webコンテナで次の JVMオプションを使用します。

Dhttp.proxyHost=<your-proxy-server-host>

Dhttp.proxyPort=<your-proxy-server-port>

1
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3
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特定のドメインまたはホストのプロキシサーバーを回避するには、次のオプション
を使用します。

Dhttp.nonProxyHosts="*.<domain-name>|<hostname>|localhost"

クライアントデータベースの管理
クライアントデータは、次の 2つの場所に保存されます。
■ すべてのデフォルトクライアントデータ定義が含まれた内部ライブラリまたは
データベース。内部ライブラリは、Access Managerソフトウェアによって定義お
よびサポートされます。

■ カスタマイズされたクライアントデータ定義が含まれた外部ライブラリ。このラ
イブラリのデータは、内部ライブラリ内のクライアントデータよりも優先されま
す。

Mobile Accessソフトウェアをインストールすると、すべてのクライアントデータは
内部ライブラリに保存されます。デバイスをカスタマイズすると、デバイスの優先
バージョンが作成され、外部ライブラリに保存されます。これらのライブラリの
データは、サーバーの起動時にマージされます。

Mobile Access製品には、新しいクライアントデータ定義を追加し、既存のクライア
ントプロパティーの変更時にクライアントを更新して、3か月ごとに内部ライブラリ
を更新するパッチが用意されています。この処理により、内部ライブラリを定期的
に更新することができます。外部ライブラリに保存されているカスタマイズされた
データは変更されません。

このパッチの名前は、PortalMAClientDeviceUpdateRevnnです。このパッチの番号
は、116412-nnです。nnの値は、パッチのシーケンス番号です。たとえば、最初の
パッチの nnが 01、2番目のパッチが 02になります。

クライアントデータベースの更新

▼ クライアントデータベースを更新する

http://www.sun.comを表示します。

「Support」リンクをクリックします。

「Patches & Update」リンクをクリックして SunSolveパッチデータベースに移動しま
す。

表示された手順に従います。

1
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「クライアントマネージャー」の使用
Access Managerの管理コンソールでは、「クライアントマネージャー」を使用してモ
バイル機器のプロパティーを管理することができます。

この節では、「クライアントマネージャー」によって提供される、クライアントタ
イプに関する次の情報について説明します。

■ 30ページの「マークアップ言語」
■ 31ページの「スタイル」
■ 31ページの「デバイス情報」
■ 31ページの「フィルタオプション」
■ 32ページの「クライアントエディタ」

この節では、クライアントタイプを作成およびカスタマイズする方法についても説
明します。

■ 32ページの「クライアントエディタ」

マークアップ言語
Mobile Accessソフトウェアは、モバイルクライアントブラウザで使用される次の
マークアップ言語をサポートしています。

■ HDML (Handheld Device Markup Language)—Openwaveブラウザを使用するモバイ
ル機器用のOpenwaveの専用言語。OpenwaveのHandheld DeviceTransport Protocol
(HDTP)を使用します。
このカテゴリの機器には、RIM 950およびUP.Browser 3.0以前を使用する機器など
が含まれます。

■ JHTML (J-Sky Hypertext Markup Language)—日本の J-Sky機器に使用されるVodafone
の専用言語。

このカテゴリの機器には、J-Phone 2.0、J-Phone 3.0、Mitsubishi V101Dなどが含ま
れます。

■ VoiceXML (Voice Extensible Markup Language)—対話型音声応答アプリケーションの
音声ダイアログを作成するための標準。

このカテゴリの機器には、すべての電話またはすべての SIP (Session Initiation
Protocol)ソフトウェアベースの電話が含まれます。

■ WML (Wireless Markup Language)—XML (Extensible Markup Language)に準拠し、
Wireless Application Protocol (WAP)の一部である言語。
このカテゴリの機器には、Motorola i95、Nokia 6310i、および Siemens S40などが含
まれます。

■ XHTML (Extensible Hypertext Markup Language)—新しい要素を追加し、新しい属性
を定義することにより誰でも拡張できるHTML 4.0を再編成した言語。

「クライアントマネージャー」の使用
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このカテゴリの機器には、Motorola T720、Nokia 3560、Sony Ericsson T68などが含
まれます。

■ cHTML (compact Hypertext Markup Language)—モバイル機器に対応するため
にHTML (ハイパーテキストマークアップ言語)をより単純にしたバージョン。
このカテゴリの機器には、Handspring Treo 180、Palm i705 Handheld、Toshiba e400
シリーズなどが含まれます。

■ iHTML (inline Hypertext Markup Language)—NTT DoCoMoの日本語 i-modeサービス
に使用されるマークアップ言語。この言語は cHTMLと似ていますが、独自の拡
張機能が用意されています。

このカテゴリの機器には、NTT DoCoMoの電話などが含まれます。

スタイル
スタイルは、マークアップ言語の関連機器グループのプロパティーセットです。た
とえば、Nokiaスタイルは、Nokiaで製造されるすべてのWML機器に適用されま
す。

各マークアップ言語に 1つ以上の「スタイル」が存在します。マークアップ言語に
よっては複数のスタイルを持つ場合もあります。

「スタイル」プロパティーを無効にすることはできません。新しいデバイスを作成
するときに既存のクライアントを新しいデバイスのテンプレートとして使用する場
合、新しいクライアントは既存のクライアントの「スタイル」プロパティーを継承
します。

デバイス情報
デバイス情報は、更新可能なデバイス固有のクライアントタイプデータです。

デフォルトクライアントタイプのデバイス情報を変更する場合は、デフォルトクラ
イアントタイプの新しいバージョンを別個に作成します。このカスタム情報は外部
ライブラリに保存されますが、デフォルトデバイス情報は内部ライブラリに残され
ます。内部ライブラリのデバイスと区別するために、各カスタムデバイスのクライ
アントタイプ名にアスタリスクが 2つ追加されます。

フィルタオプション
「フィルタ」オプションは、特定の「スタイル」に割り当てられている特定のクラ
イアントタイプのグループを検索して表示するための検索フィールドです。

「クライアントマネージャー」の使用
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クライアントエディタ
クライアントエディタでは、クライアントタイプの作成とカスタマイズ、およびク
ライアントプロパティーの管理が可能です。

クライアントエディタでは、プロパティーは次のグループにまとめられます。

■ 一般
■ ハードウェアプラットフォーム
■ ソフトウェアプラットフォーム
■ Network Characteristics
■ Browser UA
■ WapCharacteristics
■ PushCharacteristicsNames
■ 追加プロパティー

▼ 「クライアントマネージャー」を起動する

Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。
デフォルトでは、上部の水平フレームの「ヘッダー」フレームで「アイデン
ティティー管理」が表示され、左側の垂直フレームの「ナビゲーション」フレーム
で「組織」が表示されます。

「サービス設定」タブをクリックします。

左側の「サービス設定」フレームで、「Access Manager設定」ヘッダーの下にあ
る「クライアントディテクション」の矢印をクリックします。

「クライアントディテクション」のグローバル設定が右側の「データ」フレームに
表示されます。

「クライアントタイプ」ラベルの後ろにある「編集」リンクをクリックします。

「クライアントマネージャー」のインタフェースが表示されます。デフォルトで
は、HTMLデバイスの詳細が表示されます。

クライアントデータベースの管理については、29ページの「クライアントデータ
ベースの管理」を参照してください。

▼ スタイルプロパティーを表示する

Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。
デフォルトでは、上部の水平フレームの「ヘッダー」フレームで「アイデン
ティティー管理」が表示され、左側の垂直フレームの「ナビゲーション」フレーム
で「組織」が表示されます。

1
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「サービス設定」タブをクリックします。

左側の「サービス設定」フレームで、「Access Manager設定」ヘッダーの下にあ
る「クライアントディテクション」の矢印をクリックします。

「クライアントディテクション」のグローバル設定が右側の「データ」フレームに
表示されます。

「クライアントタイプ」ラベルの後ろにある「編集」リンクをクリックします。

「クライアントマネージャー」のインタフェースが表示されます。デフォルトで
は、HTMLデバイスの詳細が表示されます。

最上部のタブから、プロパティーを表示するデバイスのマークアップ言語 (「WML」
など)をクリックします。
選択したマークアップ言語を使用するクライアントタイプがデータベースにある場
合は、それらのクライアントタイプがアルファベット順で表示されます。

「スタイル」プルダウンメニューから、目的のスタイル (「Nokia」など)を選択しま
す。

選択したスタイルについて、データベースにすでに存在するクライアントタイプの
リストが表示されます。

「現在のスタイルのプロパティー」リンクをクリックします。

スタイルの編集ページが表示されます。デフォルトでは、「一般」プロパティーの
スタイルが表示されます。

「プロパティー」プルダウンメニューから、表示するプロパティータイプ (「ソフト
ウェアプラットフォーム」など)をクリックします。

注 –プロパティータイプには、「一般」、「ハードウェアプラットフォーム」、「ソ
フトウェアプラットフォーム」、「Network Characteristics」、「Browser UA」、
「WapCharacteristics」、「PushCharacteristicsNames」、および「追加プロパティー」
があります。

「クライアントマネージャー」ページに戻るには、「取消し」をクリックします。
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クライアントタイプデータの管理
クライアントタイプデータを管理するには、管理コンソールで「クライアントマ
ネージャー」を使用します。

クライアントタイププロパティーを変更したり、新しいクライアントタイプを作成
して新しいデバイスを含めたり、サイト用にカスタマイズされた名前やその他のプ
ロパティーを使用してクライアントタイプを設定したり、カスタムクライアントタ
イプを削除したりすることができます。

既存のデバイスに基づいて新しいデバイスを作成する場合 (継承と呼ばれる処理)、
新しいデバイスを作成するときに既存のデバイスのスタイルを基にするか、プロパ
ティーを基にするかを決定する必要があります。新しいデバイスと既存のデバイス
を調べて、より適したオプション (スタイルまたはプロパティー)を決定します。ど
ちらを選択する場合でも、デバイス定義をカスタマイズする必要があります。

注 –クライアントタイプデータベースは、内部ライブラリと外部ライブラリから構成
されています。内部ライブラリのデフォルトクライアントタイプ情報を変更した
り、この情報にデータを追加したりすると、更新されたデータは外部ライブラリに
保存されます。クライアントタイプ名に追加された 2つのアスタリスクは、カスタ
マイズされたクライアントタイプであることを示しています。

この節では、次の手順について説明します。

■ 34ページの「クライアントタイプを編集する」
■ 36ページの「スタイルを継承した新しいデバイスを作成するには」
■ 38ページの「プロパティーを継承した新しいデバイスを作成する」
■ 40ページの「カスタムデバイスを削除する」
■ 41ページの「ポータルユーザーが選択したクライアントタイプを Portal Serverコ
ンソールから識別するには」

▼ クライアントタイプを編集する

Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。

デフォルトでは、上部の水平フレームの「ヘッダー」フレームで「アイデン
ティティー管理」が表示され、左側の垂直フレームの「ナビゲーション」フレーム
で「組織」が表示されます。

「サービス設定」タブをクリックします。
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左側の「サービス設定」フレームで、「Access Manager設定」ヘッダーの下にあ
る「クライアントディテクション」の矢印をクリックします。

「クライアントディテクション」のグローバル設定が右側の「データ」フレームに
表示されます。

「クライアントタイプ」ラベルの後ろにある「編集」リンクをクリックします。

「クライアントマネージャー」のインタフェースが表示されます。デフォルトで
は、HTMLデバイスの詳細が表示されます。

最上部のタブから、編集するデバイスのマークアップ言語 (「WML」など)をクリック
します。

選択したマークアップ言語を使用するクライアントタイプがデータベースにある場
合は、それらのクライアントタイプがアルファベット順で表示されます。

「スタイル」プルダウンメニューから、目的のスタイル (「Nokia」など)を選択しま
す。

選択したスタイルについて、データベースにすでに存在するクライアントタイプの
リストが表示されます。

「クライアントタイプ」リストで、スクロールダウンして、編集するクライアント
(「Nokia6310i_1.0」など)を見つけます。

ヒント –クライアントはアルファベット順に表示されます。

特定のクライアントタイプまたはクライアントタイプのグループに直接移動するに
は、「フィルタ」オプションを使用します。「フィルタ」テキストボックスに、表
示するクライアントタイプの最初の文字または最初の数文字を入力して、「フィル
タ」ボタンをクリックします。(たとえば、Sで始まるクライアントタイプを検索す
るには、S*と入力します。)

特定のページに移動するには、一番下までスクロールし、矢印または「ジャンプ」
オプションを使用します。

編集するクライアントの「アクション」列にある「編集」リンクをクリックしま
す。

クライアントタイプの編集ページが表示されます。デフォルトでは、「一般」プロ
パティーが表示されます。

「プロパティー」プルダウンメニューから、変更するプロパティーのタイプ (「ソフ
トウェアプラットフォーム」など)を選択します。

変更するプロパティーごとに値を変更または追加します。
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ヒント –変更を消去して最初からやり直すには、「リセット」をクリックします。変
更しないで、クライアントタイプの表示に戻るには、「取消し」をクリックしま
す。

「保存」をクリックして、これらの変更を反映します。

注 –「保存」をクリックしないと、変更内容は反映されません。プロパティータイプ
は一度に 1つずつ変更し、別のプロパティータイプを変更する前にそれらの変更内
容を保存する必要があります。

このデバイスのプロパティーが変更され、このスタイルのクライアントタイプのリ
ストが表示されます。

プロパティーが変更されていることを確認するには、「クライアントタイプ」リス
トでクライアントタイプを検索します。クライアントタイプ名に追加された 2つの
アスタリスクは、このクライアントタイプがカスタマイズされていることを示して
います。

注 –デフォルトクライアントタイプを変更すると、「デフォルト」リンクが「アク
ション」列に追加されます。「デフォルト」リンクのリンク先は、内部ライブラリ
です。

変更内容を削除して、クライアントタイプのプロパティーをデフォルト値にリ
セットするには、このリンクをクリックします。この操作を実行するかどうかを確
認するプロンプトは表示されません。

▼ スタイルを継承した新しいデバイスを作成するに
は

Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。
デフォルトでは、上部の水平フレームの「ヘッダー」フレームで「アイデン
ティティー管理」が表示され、左側の垂直フレームの「ナビゲーション」フレーム
で「組織」が表示されます。

「サービス設定」タブをクリックします。

左側の「サービス設定」フレームで、「Access Manager設定」ヘッダーの下にあ
る「クライアントディテクション」の矢印をクリックします。
「クライアントディテクション」のグローバル設定が右側の「データ」フレームに
表示されます。
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「クライアントタイプ」ラベルの後ろにある「編集」リンクをクリックします。

「クライアントマネージャー」のインタフェースが表示されます。デフォルトで
は、HTMLデバイスの詳細が表示されます。

最上部のタブから、設定するデバイスのマークアップ言語 (「WML」など)をクリック
します。

選択したマークアップ言語を使用するクライアントタイプがデータベースにある場
合は、それらのクライアントタイプがアルファベット順で表示されます。

「スタイル」プルダウンメニューから、目的のスタイル (「Nokia」など)を選択しま
す。

選択したスタイルについて、データベースにすでに存在するクライアントタイプの
リストが表示されます。

「新規デバイス」ボタンをクリックして、「新規デバイスを作成」ページを表示し
ます。

スタイルを選択する必要がある場合は、割り当てるスタイルのボタン (「Nokia」な
ど)をクリックします。

「デバイスユーザーエージェント」の値を入力します。

「次へ」をクリックします。

入力した「デバイスユーザーエージェント」の値が「クライアントタイプ名」およ
び「HTTPユーザーエージェント文字列」フィールドに表示されます。

必要な場合は、これらの値を変更します。

「OK」をクリックして、これらのプロパティーを保存します。
新しいデバイスが定義され、スタイルの編集ページが表示されます。このページに
は、割り当てた親スタイルから継承されたデフォルトプロパティーが表示されま
す。

「プロパティー」プルダウンメニューから、変更するプロパティータイプ (「ソフト
ウェアプラットフォーム」など)を選択します。

注 –プロパティータイプには、「一般」、「ハードウェアプラットフォーム」、「ソ
フトウェアプラットフォーム」、「Network Characteristics」、「Browser UA」、
「WapCharacteristics」、「PushCharacteristicsNames」、および「追加プロパティー」
があります。

「保存」をクリックして、これらの値に加えた変更を保存します。
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ヒント –変更を消去して最初からやり直すには、「リセット」をクリックします。変
更しないで、クライアントタイプの表示に戻るには、「取消し」をクリックしま
す。

「クライアントタイプ」リストを検索して、作成したクライアントタイプが利用で
きることを確認します。クライアントタイプ名に追加された 2つのアスタリスク
は、このクライアントタイプがカスタマイズされていることを示しています。

注 –クライアントタイプを追加すると、「削除」リンクが「アクション」列に追加さ
れます。「削除」リンクのリンク先は、外部ライブラリです。

追加したクライアントタイプを削除するには、このリンクをクリックします。この
操作を実行するかどうかを確認するプロンプトは表示されません。

▼ プロパティーを継承した新しいデバイスを作成す
る

Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。

デフォルトでは、「ヘッダー」フレームで「アイデンティティー管理」が選択さ
れ、「ナビゲーション」フレームで「組織」が選択されます。

「サービス設定」タブをクリックします。

左側の「サービス設定」フレームで、「Access Manager設定」ヘッダーの下にあ
る「クライアントディテクション」の矢印をクリックします。

「クライアントディテクション」のグローバル設定が右側の「データ」フレームに
表示されます。

「クライアントタイプ」ラベルの後ろにある「編集」リンクをクリックします。

「クライアントマネージャー」のインタフェースが表示されます。デフォルトで
は、HTMLデバイスの詳細が表示されます。

最上部のタブから、コピーするデバイスのマークアップ言語 (「WML」など)をク
リックします。

選択したマークアップ言語を使用するクライアントタイプがデータベースにある場
合は、それらのクライアントタイプがアルファベット順で表示されます。
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「スタイル」プルダウンメニューから、目的のデフォルトスタイル (「Nokia」など)
を選択します。

選択したスタイルについて、データベースにすでに存在するクライアントタイプの
リストが表示されます。

「クライアントタイプ」リストで、スクロールダウンして、新しいクライアントタ
イプのテンプレートとして使用する特定のクライアント (「Nokia6310i_1.0」など)を
見つけます。

ヒント –クライアントはアルファベット順に表示されます。

特定のクライアントタイプまたはクライアントタイプのグループに直接移動するに
は、「フィルタ」オプションを使用します。「フィルタ」テキストボックスに、表
示するクライアントタイプの最初の文字または最初の数文字を入力して、「フィル
タ」ボタンをクリックします。(たとえば、Sで始まるクライアントタイプを検索す
るには、S*と入力します。)

特定のページに直接移動するには、一番下までスクロールし、矢印または「ジャン
プ」オプションを使用します。

新しいクライアントタイプのテンプレートとして使用するクライアントタイプ
の「アクション」列にある「複製」リンクをクリックします。

「デバイスを複製」ページが表示されます。コピーしているデバイスの「クライア
ントタイプ」および「デバイスユーザーエージェント」プロパティーが表示され、
デバイスの名前にプレフィックス Copy_of_が追加されます。(たとえば、
Copy_of_Nokia6310i_1.0)

必要な場合は、これらのプロパティーの新しい名前を入力します。

「複製」をクリックして、これらの変更を反映します。

クライアントタイプの編集ページが表示されます。デフォルトでは、「一般」プロ
パティーが表示されます。ここで表示されるすべてのプロパティーの値は、この新
しいクライアントタイプのマスターとして使用したクライアントタイプから継承さ
れます。

ヒント –変更しないで、クライアントタイプの表示に戻るには、「取消し」をク
リックします。

「プロパティー」プルダウンメニューから、変更するプロパティーのタイプ (「ソフ
トウェアプラットフォーム」など)を選択します。

変更するプロパティーごとに値を変更または追加します。
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ヒント –値を消去して最初からやり直すには、「リセット」をクリックします。変更
しないで、クライアントタイプの表示に戻るには、「取消し」をクリックします。

「保存」をクリックして、これらの変更を反映します。

注 –「保存」をクリックしないと、変更内容は反映されません。プロパティータイプ
は一度に 1つずつ変更し、別のプロパティータイプを変更する前にそれらの変更内
容を保存する必要があります。

このデバイスのプロパティーが変更され、このスタイルのクライアントタイプのリ
ストが表示されます。

「クライアントタイプ」リストを検索して、クライアントタイプの複製が利用でき
ることを確認します。クライアントタイプ名に追加された 2つのアスタリスクは、
このクライアントタイプがカスタマイズされていることを示しています。(たとえ
ば、Copy_of_Nokia6310i_1.0 **)

注 –クライアントタイプを追加すると、「削除」リンクが「アクション」列に追加さ
れます。「削除」リンクのリンク先は、外部ライブラリです。

追加したクライアントタイプを削除するには、このリンクをクリックします。この
操作を実行するかどうかを確認するプロンプトは表示されません。

▼ カスタムデバイスを削除する

ヒント –カスタムデバイスを間違って設定したときに、設定を変更したくない場合
は、次の手順を使用してデバイスを完全に削除することができます。

Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。
デフォルトでは、上部の水平フレームの「ヘッダー」フレームで「アイデン
ティティー管理」が表示され、左側の垂直フレームの「ナビゲーション」フレーム
で「組織」が表示されます。

「サービス設定」タブをクリックします。

左側の「サービス設定」フレームで、「Access Manager設定」ヘッダーの下にあ
る「クライアントディテクション」の矢印をクリックします。

「クライアントディテクション」のグローバル設定が右側の「データ」フレームに
表示されます。
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「クライアントタイプ」ラベルの後ろにある「編集」リンクをクリックします。
「クライアントマネージャー」のインタフェースが表示されます。デフォルトで
は、HTMLデバイスの詳細が表示されます。

最上部のタブから、削除するデバイスのマークアップ言語 (「WML」など)をクリック
します。
選択したマークアップ言語を使用するクライアントタイプがデータベースにある場
合は、それらのクライアントタイプがアルファベット順で表示されます。

「スタイル」プルダウンメニューから、目的のスタイル (「Nokia」など)を選択しま
す。
選択したスタイルについて、データベースにすでに存在するクライアントタイプの
リストが表示されます。

「クライアントタイプ」リストで、スクロールダウンして、削除するカスタムクラ
イアント (「Copy_of_Nokia6310i_1.0」など)を見つけます。

ヒント –クライアントはアルファベット順に表示されます。

特定のクライアントタイプまたはクライアントタイプのグループに直接移動するに
は、「フィルタ」オプションを使用します。「フィルタ」テキストボックスに、表
示するクライアントタイプの最初の文字または最初の数文字を入力して、「フィル
タ」ボタンをクリックします。(たとえば、Sで始まるクライアントタイプを検索す
るには、S*と入力します。)

特定のページに直接移動するには、一番下までスクロールし、矢印または「ジャン
プ」オプションを使用します。

削除するカスタムクライアントの「アクション」列にある「削除」リンクをク
リックします。
このスタイルのクライアントタイプの変更されたリストが表示されます。

「クライアントタイプ」リストを検索して、削除したクライアントタイプが利用で
きなくなっていることを確認します。

▼ ポータルユーザーが選択したクライアントタイプ
をPortal Serverコンソールから識別するには
Portal Server管理コンソールに管理者としてログインします。
デフォルトでは、「共通タスク」タブが選択され、「共通管理タスク」ページが表
示されます。
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「ポータル」タブをクリックします。

「ポータル」ページが表示されます。利用可能なポータルが「ポータル」テーブル
に表示されます。

管理するポータルの名前をクリックします。

「デスクトップのタスクと属性」ページが表示されます。このページには、Portal
Serverのデスクトップタスクおよび属性のうち編集可能なものが一覧表示されます。

「DNを選択」オプションから、「username (ユーザー) DN」を選択します。

「username (ユーザー) DN」オプションが利用できない場合、「DNを選択」リスト
にこのDNを追加する必要があります。次の手順に従って、「username (ユーザー)
DN」を追加します。

a. 「DNの追加」ボタンをクリックします。

「DNリストに追加」ウィンドウが表示されます。

b. 「検索」オプションから「ユーザー」オプションを選択します。

c. 「ユーザー」オプションの後ろにあるテキストボックスにユーザー名を入力しま
す。

d. 「検索」をクリックします。

ユーザー名が利用可能な場合、その名前が「検索結果」テーブルに表示されま
す。

e. 追加するユーザー名の前にあるチェックボックスを選択して「追加」をクリック
します。

「username (ユーザー) DN」が、「DNを選択」オプションに追加されます。

「作業」リストから「コンテナとチャネルを管理」をクリックします。

「コンテナとチャネルを管理:ポータル名」ページが表示されます。このページで
は、利用可能な「表示タイプ」が左フレームに、選択した「表示タイプ」のプロパ
ティーが右フレームに表示されます。

「表示タイプ」オプションから「ワイヤレスデスクトップディスパッチャ」オプ
ションを選択します。

ワイヤレスデスクトップディスパッチャのタスクおよびプロパティーが右フレーム
に表示されます。

「プロパティー」テーブルで、selectedClientsプロパティーの前にあるチェック
ボックスを選択します。
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「テーブルの設定」ボタンをクリックします。

「プロパティー」テーブルの最上部に「テーブルの設定」ボックスが表示されま
す。

「クライアントタイプ」および「ロケール」フィールドに、適切なクライアントタ
イプおよびロケール情報を入力します。

「了解」をクリックします。

「保存」をクリックします。

クライアントタイプに追加されます。
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モバイル認証の設定

Portal Server Mobile Accessソフトウェアは、Sun Java System Portal Serverソフウェアに
よって提供される認証モジュールをサポートしています。この章では、モバイルア
クセスを提供するポータルサイトに使用できる、次の 3つの認証モジュールについ
て説明します。

■ 45ページの「NoPassword認証」
■ 46ページの「匿名認証」
■ 47ページの「MSISDN認証」

NoPassword認証
サイトの仕様でこの認証を必要とする場合は、ユーザー IDの入力を求めることな
く、ユーザーにモバイルポータルデスクトップへのログインを許可することができ
ます。

▼ Access ManagerコンソールからNoPasswordモ
ジュールを有効にするには

Sun Java System Access Manager管理コンソールに管理者としてログインします。

デフォルトでは、「アクセス制御」タブが選択され、「レルム」ページが表示され
ます。「レルム」テーブルで、利用可能な「レルム名」を確認できます。

たとえば、Indiaレルムをクリックします。

「india —プロパティー」ページが表示され、indiaレルムの「レルム属性」がその下
に一覧表示されます。

3第 3 章
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「認証」タブをクリックします。

「india —認証」プロパティーが表示されます。「モジュールインスタンス」テーブ
ルで、「NoPasswordモジュールインスタンス」が利用可能かどうかを確認します。

「認証連鎖」テーブルで「ldapService認証連鎖」をクリックします。
「ldapService —プロパティー」ページが表示されます。利用可能なインスタンスが
表示されます。

注 – ldapServiceが「デフォルト認証連鎖」または「管理者認証連鎖」として存在しな
い場合、NoPassword認証は実行されません。NoPassword認証が必要な場合、それぞ
れの設定済み認証チェーンにNoPasswordを追加します。「デフォルト認証連鎖」に
ついては、それぞれの設定済み認証チェーンにNoPasswordを追加します。デフォル
トのインストールシナリオでは、両方が ldapService用に設定されます。

NoPasswordインスタンスを選択します。

「追加」ボタンをクリックします。

NoPasswordインスタンスが「インスタンス」リストに追加されます。

「保存」ボタンをクリックします。

認証チェーンのプロパティーが更新されたことが表示されます。

「ログアウト」ボタンをクリックします。

Sun Java System Access Manager管理コンソールにもう一度ログインを試みます。
このサーバーでNoPassword認証を使用するというメッセージが表示されます。

匿名認証
認証されたユーザーになるとサイトをどのように利用できるかを知ってもらうため
に、ユーザーにポータルサイトにアクセスさせたい場合は、モバイルポータルデス
クトップへの匿名ユーザーとしてのログインを許可することができます。

この機能では、認証されたセッションでモバイルポータルデスクトップおよび音声
ポータルデスクトップのスナップショットをユーザーに公開します。

注 –匿名ユーザーは、ステートフルデータが含まれるチャネルのコンテンツや設定を
変更、保存、または修正することはできません。匿名認証をサポートする場合は、
匿名ユーザーがこれらのチャネルを利用できないことを確認してください。

3

4

5

6

7

8

9

匿名認証

Sun Java System Portal Server Mobile Access 7.1管理ガイド • 2007年 3月46



匿名実装の実装方法については、『Sun Java TM System Portal Server 7.1管理ガイド』を
参照してください。

匿名認証用のポータルデスクトップでは、JavaServer PagesTM (JSPTM)ソフトウェアとテ
ンプレートの両方に対して、デバイス固有のコンテナのほかに
WirelessDesktopDispatcherが使用されます。これらのコンテナには、認証された
ユーザーの場合と同様に、匿名ユーザーに表示されるすべてのチャネルが含まれて
いる必要があります。

ヒント –匿名ユーザーに対してクライアント固有のモバイルポータルデスクトップま
たは音声ポータルデスクトップが必要になる可能性がある新しいデバイスをサポー
トするには、次の手順に従います。

1. 適切なデバイス固有コンテナを作成します。
2. 匿名ユーザーのディスプレイプロファイルで、その特定のデバイスタイプに新し
いコンテナを使用するように WirelessDesktopDispatcherを変更します。

MSISDN認証
MSISDN (Mobile Station ISDN)を使用した認証を行うように、組織のユーザーを設定
できます。MSISDNは、特定の利用者を識別するために使用される標準の国際電話
番号です。これにより、ユーザーは認証資格情報を渡さなくてもモバイルポータル
デスクトップにログインできるようになります。

この機能ではログインURLの形式が制限されます。推奨されるURL形式は次のとお
りです。

http://<access-manager-host>:<port>/<service-deploy-URI>/UI/

Login?module=MSISDN&org=<org__name>

MSISDN認証の実装および設定方法については、『 Sun JavaTM System Access Manager 7
2005Q4管理ガイド』を参照してください。

MSISDN認証
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モバイルポータルデスクトップの管理

Portal Server Mobile Accessソフトウェアでは、Portal Server管理コンソールを使用して
モバイルポータルデスクトップを管理します。

注 –この章で提供される情報を理解し、モバイルポータルデスクトップを管理するた
めには、Portal Server管理コンソールについての知識が必要です。

この章では次のトピックについて説明します。

■ 49ページの「ワイヤレスデスクトップディスパッチャの理解」
■ 50ページの「ワイヤレスデスクトップディスパッチャのプロパティー」
■ 51ページの「条件プロパティー」
■ 52ページの「チャネルの状態プロパティー」
■ 53ページの「JSPRenderingContainerのプロパティー」

ワイヤレスデスクトップディスパッチャの理解
Mobile Accessソフトウェアをインストールすると、Portal Serverサイトでモバイル
ポータルデスクトップ、音声ポータルデスクトップ、および標準ポータルデスク
トップが提供されます。ユーザーが Portal Serverにログインするときに、ワイヤレス
デスクトップディスパッチャ (Mobile Accessソフトウェアのコンポーネント)では、
ユーザー要求の配信先として適切なポータルデスクトップが決定されます。

ワイヤレスデスクトップディスパッチャでは、「XML形式のディスプレイプロ
ファイル」の設定を使用して、ユーザー要求の配信先として適切なポータルデスク
トップ (標準、モバイル、音声)が決定されます。ワイヤレスデスクトップディス
パッチャは、次の処理を行います。

■ デスクトップ要求のクライアントタイプを決定する
■ ディスプレイプロファイル設定を使用してクライアントを適切なコンテナに一致
させる
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■ 要求を適切なコンテナに配信する

モバイルポータルデスクトップのデフォルトチャネルは、
WirelessDesktopDispatcherです。特定のデバイスのほかのコンテナをサポートする
には、Portal Server 7.1管理コンソールから WirelessDesktopDispatcherコンテナを編
集するための手順に従います。

▼ Portal Server 7.1管理コンソールで親コンテナを編
集する

Portal Server 7.1管理コンソールに管理者としてログインします。

「ポータル」タブをクリックします。
利用可能なポータルが表示されます。

管理するポータルの名前をクリックします。

「DNを選択」ドロップダウンリストから「組織」オプションを選択します。
「デスクトップのタスクと属性」ページが表示されます。「デスクトップ属性」で
は「親コンテナ」属性が利用可能です。選択したDNのディスプレイプロファイル
の最上位コンテナの値が「親コンテナ」テキストボックスに表示されます。

特定のデバイスのほかのコンテナをサポートするように、「親コンテナ」テキスト
ボックスの値を編集します。

「保存」をクリックします。

ワイヤレスデスクトップディスパッチャのプロパティー
この節では、WirelessDesktopDispatcherコンテナに対して一覧表示されるプロパ
ティーについて説明します。次の手順に従って、WirelessDesktopDispatcherコンテナ
のプロパティーページに移動します。

1. Portal Server 7.1管理コンソールに管理者としてログインします。
「共通管理タスク」ページが表示されます。

2. 「設定」で、「チャネルおよびコンテナを管理」ボタンをクリックします。
「データコレクション」ポップアップウィンドウが表示されます。

3. 「ポータルを選択」ドロップダウンリストから、管理するポータルを選択しま
す。

4. 「DNを選択」ドロップダウンリストからDNを選択します。
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5. 「了解」をクリックします。
WirelessDesktopDispatcherコンテナのタスクとプロパティーが右フレームに一覧表
示されます。このページで、これらのプロパティーの値を変更できます。

6. 「eitContainerName」テキストボックスで、適切なデバイスに合わせて値を編集
します。

ワイヤレスデスクトップディスパッチャのプロパティーには、次のものがありま
す。

■ desktopContainer

desktopContainerプロパティーは、モバイル機器を適切なコンテナにマッピング
します。このマッピングによって、要求の配信方法が識別されます。

デフォルトでは、ネイティブコンテンツを表示するデバイス (WMLを使用する
Nokia製の機器など)からのHTTP要求は、JSPNativeContainerに配信されます。
レンダリングされたコンテンツを表示するデバイスからのHTTP要求は、
JSPRenderingContainerに配信されます。

■ selectedClients

selectedClientsプロパティーは、ポータルサイトへのアクセスに使用されるモバ
イル機器を追跡します。ユーザーが新しいデバイスを使用してポータルサイトに
アクセスすると、そのデバイスのクライアントタイプが selectedClientsプロパ
ティーのコレクションに追加されます。

このプロパティーは、標準ポータルデスクトップの「モバイルデバイス」編集
ページにデバイスのリストを表示するためにも使用されます。各ユーザーは、他
のデバイスでモバイルポータルデスクトップにログインすることにより、使用し
ているデバイスを表示し、リストに簡単に追加することができます。

条件プロパティー
管理者は、クライアントタイプの条件プロパティーを使用して、クライアントタイ
プに固有のチャネルまたはコンテナチャネルのプロパティーを指定することができ
ます。クライアントデータと同様に、クライアントタイプの条件プロパティーも階
層型にすることができます。

条件プロパティーの構文は、client= clientTypeです。たとえば、client=WMLは、
WMLクライアントタイプの条件プロパティーの名前です。

たとえば、クライアントタイプ client=WMLの条件プロパティーには、ワイヤレスデ
スクトップディスパッチャの desktopContainerプロパティーがあります。デフォル
トでは、このプロパティーの定義は、desktopContainer=JSPRenderingContainerで
す。

Nokiaデバイスのデフォルト desktopContainerプロパティーの階層表現は、次のよう
になります。

条件プロパティー
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client=WML -> desktopContainer=JSPRenderingContainer

client=Nokia -> desktopContainer=JSPNativeContainer

WMLクライアントスタイル内のデバイスでは、JSPRenderingContainerが使用され
ます。ただし、Nokiaクライアントスタイルによって定義されたWMLクライアント
のサブセットでは、別の desktopContainer定義が使用されます。これらのクライアン
トでは、JSPNativeContainerが使用されます。

チャネルの状態プロパティー
これらのプロパティーは、JSPNativeContainerと JSPRenderingContainerの両方に対
してチャネルの状態を示します。これにより、エンドユーザーはチャネルのコンテ
ンツをインラインで読み込まずに、チャネルのタイトルバーのみをモバイルポータ
ルデスクトップに表示することができます。

注 –標準ポータルデスクトップでは、チャネルにボタンを提供してユーザーがチャネ
ルのコンテンツを最小化または最大化できるようにすることができます。ただしこ
れは、モバイルポータルデスクトップでは現在サポートされていません。

これらのプロパティーには次のものが含まれます。

■ defaultChannelIsMinimizableおよび defaultChannelIsMaximizable

これらのプロパティーは、「表示するチャネル」をデスクトップチェックボックス
付きで標準ポータルデスクトップのユーザーの「モバイルデバイス」編集ページに
表示するかどうかを指定します。これらのプロパティーのデフォルト値は、trueで
す。したがって、チェックボックスは表示されます。どちらかのプロパティーが
falseの場合、チェックボックスは表示されません。

注 –「表示するチャネル」をデスクトップチェックボックス付きで表示するには、両
方の値が trueである必要があります。どちらかが falseの場合、チェックボックスは
表示されません。

■ defaultChannelIsMinimized

このプロパティーは、標準ポータルデスクトップのユーザーの「モバイルデバイ
ス」編集ページでデスクトップチェックボックスの付いた「表示するチャネル」
にチェックマークを付けるかどうかを指定します。このプロパティーのデフォル
ト値は、trueです。したがって、チェックボックスにチェックマークは付かず、
コンテナ内のすべてのチャネルは最小化されたウィンドウ状態になります。

このプロパティーが falseに設定されている場合、チェックボックスにチェック
マークが付き、コンテナ内のすべてのチャネルは通常のウィンドウ状態になりま
す。

チャネルの状態プロパティー
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JSPRenderingContainerのプロパティー
JSPRenderingContainerの 2つの拡張プロパティーは、エラーページと編集ページの表
示方法を指定します。これらのプロパティーには次のものが含まれます。

■ errorChannel

このプロパティーは、JSPRenderingContainerおよびレンダリングエンジンの使用
時にデスクトップエラーが発生した場合に、エラーページをレンダリングすると
きに使用するチャネルを示します。

■ editContainerName

このプロパティーは、特定のクライアントに対して編集可能としてマークされた
チャネルの編集ページをレンダリングするときに使用するチャネルを示します。

JSPRenderingContainerのプロパティー
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モバイルアプリケーションの設定

次のアプリケーションはMobile Accessソフトウェアの一部でないため、Portal Server
Mobile Accessソフトウェアはデフォルトでは、これらのアプリケーションをモバイ
ルポータルデスクトップから提供しません。

■ アドレス帳
■ カレンダ
■ メール
■ FAX

これらのアプリケーションは独立してインストールする必要があります。これらの
アプリケーションはほかのマシンにもインストールでき、Portal Serverソフトウェア
がインストールされているマシンと同じマシン上で実行する必要はありません。モ
バイルポータルデスクトップは、ユーザーインタフェースとして機能します。アプ
リケーションへのリンクが確立されると、Portal Serverソフトウェアの管理外で実行
されます。ユーザーは、アプリケーションの使用を終了したら、モバイルポータル
デスクトップに戻って他のアプリケーションまたはチャネルを使用できます。

サービス設定およびAccess Manager機能の詳細については、『Sun Java System Access
Manager 7 2005Q4管理ガイド』を参照してください。通信チャネルの設定について
は、『Sun Java System Portal Server 7.1管理ガイド』および『Sun Java System Portal
Server 7.1 Command Line Reference』を参照してください。

サービス設定属性の使用
「サービス設定」レベル内では、デフォルトアプリケーション設定を表示および変
更したり、ユーザー自身で編集できる設定を制御したりすることができます。アプ
リケーション設定は Portal Server 7.1のCLIを使用して設定できます。設定変更の詳細
については、『Sun Java System Portal Server 7.1 Command Line Reference』を参照して
ください。
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Access Manager属性の使用
「Access Manager」レベル内では、任意の組織またはユーザーのデフォルトアプリ
ケーション設定を表示および変更することができます。

ここに保存される設定は、「サービス設定」レベルで保存されるダイナミック設定
のコピーです。モバイルメールアプリケーションでは、組織の設定もここに保存さ
れます。

▼ Portal Serverコンソールからアイデンティティー
管理ユーザー属性を編集する

Portal Server管理コンソールに管理者としてログインします。
デフォルトでは、「共通タスク」タブが選択され、「共通管理タスク」ページが表
示されます。

「ポータル」タブをクリックします。

「ポータル」ページが表示されます。利用可能なポータルが「ポータル」テーブル
に表示されます。

管理するポータルの名前をクリックします。

「デスクトップのタスクと属性」ページが表示されます。このページには、Portal
Serverデスクトップのタスクおよび属性のうち編集可能なものが一覧表示されます。

「DNを選択」オプションから、「username (ユーザー) DN」を選択します。
「username (ユーザー) DN」オプションが利用できない場合、「DNを選択」リスト
にこのDNを追加する必要があります。次の手順に従って、「username (ユーザー)
DN」を追加します。

a. 「DNの追加」ボタンをクリックします。
「DNリストに追加」ウィンドウが表示されます。

b. 「検索」オプションから「ユーザー」オプションを選択します。

c. 「ユーザー」オプションの後ろにあるテキストボックスにユーザー名を入力しま
す。

d. 「検索」をクリックします。
ユーザー名が利用可能な場合、その名前が「検索結果」テーブルに表示されま
す。

1

2

3

4

Access Manager属性の使用

Sun Java System Portal Server Mobile Access 7.1管理ガイド • 2007年 3月56



e. 追加するユーザー名の前にあるチェックボックスを選択して「追加」をクリック
します。

「username (ユーザー) DN」が、「DNを選択」オプションに追加されます。

「作業」リストから「コンテナとチャネルを管理」をクリックします。

「コンテナとチャネルを管理:ポータル名」ページが表示されます。このページで
は、利用可能な「表示タイプ」が左フレームに、選択した「表示タイプ」のプロパ
ティーが右フレームに表示されます。

「表示タイプ」オプションから、プロパティーを編集する対象の表示タイプを選択
します。

選択した表示タイプの「タスクおよびプロパティー」が右フレームに表示されま
す。

「プロパティー」テーブルで、編集するプロパティーの前にあるチェックボックス
を選択します。

「テーブルの設定」ボタンをクリックします。

「プロパティー」テーブルの最上部に「テーブルの設定」ボックスが表示されま
す。

「クライアントタイプ」および「ロケール」フィールドに、適切なクライアントタ
イプおよびロケール情報を入力します。

「了解」をクリックします。

「保存」をクリックします。

クライアントタイプに追加されます。

モバイルアプリケーションテンプレートについて
モバイルアプリケーションテンプレートは、アプリケーション設定の保存を管理す
るルールを設定するために存在します。テンプレートは、W3C (World Wide Web
Consortium)から発表されているRFC 1738のURL (Uniform Resource Locator)で表され
ます。

管理者は、テンプレート文字列を編集して、値を文字列のプロパティーに割り当て
たり、それらのプロパティーに特定の使用ルールを適用したりすることができま
す。

テンプレート文字列は、単語 defaultで始まり、その後ろにパイプ記号｜が付いて
いなければなりません。この文字列で、テンプレート設定の名前とアプリケー
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ションの動作を修正するために変更できる設定を指定します。Mobile Accessのイン
ストール時は、これらの設定はデフォルト値に設定されています。

次に示すのは、アドレス帳テンプレートの例です。この例では、テンプレート文字
列は 1つの長い文字列としてフィールドに表示されます。この例では、読みやすく
するためにテンプレート文字列を数行に分けて表示しています。各アンパサンド (&)
の前に改行が挿入されています。

例 5–1 例

default|undef:///?configName=MA-AB-APP

&default=sortBy

&default=sortOrder

&merge=sortBy

&merge=sortOrder

&sortBy=cn

&sortOrder=asc

この例のテンプレートの名前は、MA-AB-APPです。このテンプレートには、
sortOrderと sortByの 2つの設定が含まれています。このテンプレートでは、それら
の設定のデフォルト値と、それらの設定のユーザー定義を許可するルールが指定さ
れています。

FAXの設定
FAX機能を使用すると、ハンドヘルド機器のユーザーが文書を FAX機器に送信でき
ます。FAX機器の場所は、印刷した形態で文書を利用するためのローカル FAX機器
を含め、任意に指定できます。このリリースでは、受信電子メールの添付ファイル
として利用できる 1つ以上の文書をユーザーが FAX送信できる 1つの機能を扱いま
す。

注 –複数の電子メール添付ファイルを FAX送信する機能は、FAXサービスのプロバイ
ダに依存します。FAXサービスプロバイダで同じ機能を使用できないため、デ
フォルト実装 (Fax1.com)ではこの機能はサポートされません。

ユーザーは、FAXとして印刷可能な、完全な電子メールメッセージをサービスプロ
バイダに送信できます。設定されているものと異なるサービスプロバイダを指定す
ることもできます。その場合、ユーザーは次の情報を指定します。

■ FAX番号:ユーザーが電子メールを FAXとして送信する宛先の番号。
FAX番号には、FAXサービスプロバイダのDNSドメイン名がサフィックスとして
付く場合があります。この情報を指定しない場合、デフォルトの設定済みドメイ
ン名が使用されます。

FAXの設定

Sun Java System Portal Server Mobile Access 7.1管理ガイド • 2007年 3月58



例: <fax#@domain>
■ 差出人のアドレス:この電子メールアドレスは、ユーザーがサービスプロバイダ
で作成した FAXサービスアカウントと一致する必要があります。

■ 件名:サービスプロバイダが要求を検証するために必要な資格情報が含まれま
す。

この機能には次の制限が適用されます。

■ 文書のタイプはサービスプロバイダによって設定されます。
■ ユーザーが FAX送信できるのは完全な電子メールメッセージのみです。ユーザー
はメッセージ内の添付ファイルを選択して FAX送信することはできません。

■ ユーザーが FAX送信しようとしているメッセージの形式がプレーンテキスト以外
(HTMLなど)である場合、FAXの内容は予期したとおりに表示されません。
HTMLの場合、FAXの内容にはHTML要素を伴ったHTMLコードが含まれます。
そのため、ユーザーは FAXメッセージがプレーンテキストタイプであることを確
認する必要があります。これは Fax1からの要件です。

■ FAXサービスに送信される電子メールのフォーマット方法を規定する標準が存在
しないため、すべてのサービスプロバイダは独自のフォーマットを定義していま
す。メールのフォーマットはプロバイダ間で異なります。すべてのファイルタイ
プがサポートされているとは限りません。各サービスプロバイダのサイトで、
FAX送信がサポートされている添付ファイルのタイプを確認できる場合がありま
す。

FAXの設定方法については、『Sun Java System Portal Server 7.1 Command Line Reference
』を参照してください。

FAXの設定
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音声アクセスの設定

この章では、音声アクセスに関する Portal Server Mobile Accessソフトウェアのサポー
トについて説明します。この章は次の節から構成されています。

■ 61ページの「音声機能の概要」
■ 62ページの「音声アクセスの設定」
■ 65ページの「Nuance Voice Web Serverのインストール」
■ 66ページの「音声アクセス可能なユーザーアカウントの作成」
■ 66ページの「Portal Serverソフトウェアへのアクセス」

音声機能の概要
Mobile Accessソフトウェアの音声アクセスのサポートにより、ユーザーは、電話ま
たは SIP (Session Initiation Protocol)を有効にしてVoIP (Voice over IP)をサポートする
ソフトウェアを使って、音声対応コンテンツにアクセスできます。

このソフトウェアには、次の音声対応機能があります。

■ 音声認証—この機能を使用すると、ユーザーはアカウント番号と PINを音声で伝
えて (または入力して)、ポータルサイトに自分自身を識別させることができま
す。この認証プロセスにより、ユーザーは標準ポータルデスクトップまたはモバ
イルポータルデスクトップ上でそのユーザーが利用可能なコンテンツにアクセス
できます。

■ チャネル管理—この機能を使用すると、ユーザーは音声対応アプリケーションの
リストから選択できます。ユーザーは音声対応アプリケーションを追加したり、
音声ポータルデスクトップから削除したりすることができます。

■ ノート—ユーザーは、すべての Portal Serverユーザーに発行されているメッセー
ジのリストを音声で聞くことができます。

■ 個人用ノート—ユーザーは自分の Portal Serverアカウントに関連付けられている
個人用メッセージを音声で聞くことができます。
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■ メールボイスレット—ユーザーは、電子メールメッセージの数、既読/未読
メッセージの数など、電子メールメッセージの概要を音声で聞くことができま
す。ユーザーはこの機能により、事前設定済みの電子メールサーバーから電子
メールを取得することができます。ユーザーはメッセージのヘッダーや本文な
ど、特定の電子メールメッセージの内容を音声で聞いたり、特定のメッセージを
削除したりすることができます。

音声アクセスの設定
Mobile Accessソフトウェアには、音声アクセスのサポートが組み込まれています。
音声コンポーネントは、VoiceXML 2.0に準拠した音声ブラウザが付属するNuance
Voice Platform上で保証されています。

音声機能にアクセスするには、音声認識、テキスト読み上げ、およびVoiceXMLブラ
ウザに対応するように音声サーバーを設定する必要があります。

この節では、次の設定オプションについて説明します。

■ 62ページの「音声サービスプロバイダの使用」
■ 63ページの「テレフォニーシステムの使用」
■ 63ページの「SIP (Session Initiation Protocol)の使用」
■ 64ページの「ネイティブオーディオの使用」

音声サービスプロバイダの使用
Portal Serverソフトウェアにインターネットからアクセスできる場合は、音声アプリ
ケーションサービスプロバイダ、つまり音声ホスティングサービスを使用するのが
もっとも簡単です。サービスプロバイダによって、音声サーバーが実行され、Portal
Serverソフトウェアを呼び出すための電話番号が提供されます。

音声サービスプロバイダアクセスを有効にするには、次の手順を実行します。

▼ 音声サービスプロバイダアクセスを有効にする

Sun Java System Portal Server Mobile Accessソフトウェアをインストールし、インター
ネットからシステムにアクセスできることを確認します。Portal Serverソフトウェア
のWebインタフェースに割り当てられたポートのHTTPトラフィックに対して、
ファイアウォールを開かなければならない場合があります。

Nuance Voice Platformを使用する音声サービスプロバイダを確認します。プラット
フォームでは、コアNuance認識プラットフォームだけでなく、Nuance Voice Web
ServerのVoiceXMLブラウザを使用する必要があります。Nuance Voice Platformをサ
ポートする音声サービスプロバイダの完全なリストについては、Nuanceにお問い合
わせください。
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音声サービスプロバイダでアカウントを作成し、Portal ServerソフトウェアのHTTP
URLを指定します。サービスプロバイダは、作成するサービスごとに電話番号と (可
能な場合は) PINを割り当てます。ほとんどの音声サービスプロバイダでは、評価ア
カウントの作成が許可されています。

テレフォニーシステムの使用
電話を使用して Portal Serverソフトウェアにアクセスする場合は、使用する電話網
(または交換機)および音声サーバーハードウェアプラットフォームと互換性のある
DSP (Digital Signal Processing)テレフォニーカードを用意する必要があります。NMS
Communicationsでは、SolarisTMオペレーティングシステム (SPARC® Platform Edition)
およびWindows Intelプラットフォームと互換性のあるさまざまなDSPソリュー
ションを提供しています。

テレフォニーシステムアクセスを使用するには、次の手順を実行します。

▼ テレフォニーシステムアクセスを使用する

製造元が推奨するDSPハードウェア、デバイスドライバ、およびソフトウェアをイ
ンストールします。NMS CommunicationsのDSPカードを使用する場合は、NMS
Natural Access 2002-1ソフトウェアも必要になります。

テストユーティリティーを使用してDSPカードの設定をテストします。通常、テス
トユーティリティーはDSPソフトウェアに付属しています。

電話交換機のポートまたはポートの範囲を指定し、DSPカードと互換性のあるプロト
コルを使用するようにポートを設定します。

上記の手順 3で設定したポートに電話番号を割り当てます。

DSPカードを交換機に接続し、上記の手順 4で指定した電話番号をダイヤルして、接
続をテストします。DSPハードウェアに付属のテストプログラムを使用して、正しく
動作することを確認します。

Nuanceコンポーネントのインストール方法については、65ページの「Nuance Voice
Web Serverのインストール」の節を参照してください。

SIP (Session Initiation Protocol)の使用
SIP (Session Initiation Protocol)を使用すると、ユーザーはマイクとスピーカーが装備
されたコンピュータからVoIP (Voice over IP)を使用してポータルサイトにアクセスで
きます。
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この機能を有効にするには、SIPソフトウェアベース電話をインストールして音声
サーバーと通信する必要があります。Pingtelが提供している SIP対応のソフトウェア
ベース電話アプリケーション、InstantExpressaは、この目的のために使用できます。
さまざまなパブリックドメイン SIPベース電話をインターネット上で利用できます。

SIPアクセス用にシステムを設定するには、次の手順を実行します。

▼ SIPアクセス用にシステムを設定する

Portal Serverソフトウェアとの通信に使用するコンピュータを特定します。そのコン
ピュータで SIPプロトコルを使用して音声サーバーと通信できることを確認します。
SIPポートを開くようにファイアウォールを設定しなければならない場合もありま
す。

SIPベース電話をこのコンピュータにインストールし、SIPサービスを利用できる場
合は接続してテストします。多くの SIPベース電話には、テストの目的でインストー
ルできる単純なテストサーバーが付属しています。

Nuanceコンポーネントのインストール方法については、58ページの「Nuance Voice
Web Serverのインストール」の節を参照してください。

ネイティブオーディオの使用
ネイティブオーディオとは、音声サーバーソフトウェアが実行されているシステム
から Portal Serverソフトウェアに直接アクセスすることを指します。したがって、音
声サーバーにはオーディオカードとマイクが必要です。ユーザーはローカルでのみ
ネイティブオーディオを操作できます。リモートからアクセスすることはできませ
ん。

Microsoft Windowsオペレーティングシステムが実行されているシステムの場合は、
SoundBlasterとの互換性のあるサウンドカードが必要です。ネイティブオーディオア
クセスを使用するには、次の手順を実行します。

▼ ネイティブオーディオアクセスを使用する

Nuanceコンポーネントのインストール方法については、65ページの「Nuance Voice
Web Serverのインストール」の節を参照してください。

ネイティブオーディオを使用するためにNuance Voice Web Serverを設定します。詳細
については、Nuance Voice Web Serverのマニュアルを参照してください。
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Nuance Voice Web Serverのインストール

注 –音声サービスプロバイダを使用している場合は、この節を飛ばしてもかまいませ
ん。

Nuance Voice Web Serverのインストールには、適切なハードウェアプラットフォーム
の選択、音声認識ソフトウェアのインストールと設定、および電話または IPネット
ワークインタフェースによる接続の提供が必要です。

サーバーをインストールするには、次の手順を実行します。

▼ サーバーをインストールする

音声サーバーとして使用する専用システムを選択します。ハードウェアの要件につ
いては、Nuance Voice Web Server 2.0のリリースノートを参照してください。

Nuance Voice Platformソフトウェアを用意します。ハードウェアの要件については、
Nuanceのマニュアルを参照してください。

Nuanceソフトウェアと追加ソフトウェアを音声サーバーにインストールして設定し
ます。Nuanceのインストールに関する指示に従います。ソフトウェアコンポーネン
トおよびサービスパックをインストールする順番は重要です。

ネイティブオーディオ、SIP、またはテレフォニーアクセス用にNuance Voice Web
Serverを設定します。

Nuanceサービスを開始し、次に、Nuance Voice Web Serverを起動します。

マイク、電話、または SIPソフトウェアを使用して音声サーバーにアクセスし、
Nuance音声デモアプリケーションにアクセスできることを確認します。この時点
で、Nuanceソフトウェアを調整して音声認識のパフォーマンスを改善しなければな
らない場合があります。手順については、Nuanceのマニュアルを参照してくださ
い。

インストールが完了したら、Portal ServerソフトウェアにアクセスするようにNuance
ソフトウェアを設定します。

Nuanceソフトウェアを設定するには、次の手順を実行します。

Nuance Voice Web Serverを実行している場合は、シャットダウンします。
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Nuance Voice Web Serverのインストールから browser.confファイルを検索します。
Microsoft Windowsオペレーティングシステムの場合、このファイルは次のディレクト
リにあります。
C:\Nuance\VWS\conf\browser.conf

テキストエディタを使用してこのファイルを開き、次のエントリを見つけます。
browser.initialPage=%CONTENT%/%LOCALE/initial/dialogs/main.vxml

このエントリを修正して、Portal ServerソフトウェアインストールのURLを含めま
す。

例:
browser.initialPage=http://portal.example.com:58080/amserver/UI/Login

ここで、portal.example.comは、Portal Serverソフトウェアがインストールされてい
るシステムのホスト名です。58080は、ポータルWebインタフェースに割り当てら
れているポートです。

browser.confファイルを保存します。

Nuance Voice Web Serverを再起動します。Voice Web Serverは初期化され、着呼を待機
します。

音声アクセス可能なユーザーアカウントの作成
音声機能を使用するには、Portal Serverソフトウェアにユーザーアカウントを作成す
る必要があります。音声アクセスの場合、音声アクセスを可能にするアカウントに
数字のユーザー IDとパスワードを割り当てる必要があります。

10桁のアカウント番号を作成します。アカウントパスワードは、PINとして使用さ
れるため、数字のパスワードをアカウントに割り当てます。PINは 4桁の数字にする
必要があります。

ユーザーアカウントの作成については、『Sun JavaTM System Portal Server 7.1管理ガイ
ド』を参照してください。

Portal Serverソフトウェアへのアクセス
この節では、次のような Portal Serverソフトウェアへのアクセス方法について説明し
ます。

■ 67ページの「音声サービスプロバイダの使用」
■ 67ページの「電話の使用」
■ 68ページの「SIP (Session Initiation Protocol)の使用」
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■ 68ページの「ネイティブオーディオの使用」

音声サービスプロバイダの使用
サービスプロバイダによってアカウントに割り当てられた番号を呼び出します。

ソフトウェアが正しく設定されている場合は、次の会話が聞こえます。Portal Server
アカウントに割り当てられたアカウント番号と PINを音声で伝えます (または入力す
る)。

システム:

This is Voice Portal, by Sun.

Please say or key in your account number.

ユーザー:

415 555 5940

システム:

Got it.

And what's your PIN?

ユーザー:

1234

システム:

Hello, John. You’re signed in.

Here are the portal channels you can choose from: Personal Notes, Notes.

You can also say add a channel.

Which would you like?

電話の使用
電話で Portal Serverソフトウェアにアクセスするには、通信サービスプロバイダに
よって音声サーバーに割り当てられた番号をダイヤルします。

Portal Serverソフトウェアへのアクセス
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SIP (Session Initiation Protocol)の使用
SIPソフトウェア電話を使用する場合は、Portal ServerソフトウェアではなくVoice
Serverソフトウェアの SIPアドレスを指定する必要があります。次のURLフォー
マットを使用します。

sip://vws@voiceserver.example.com:5060

ここで、vwsは、voiceserver.example.comというサーバーの「Nuance Voice Web
Serverサービスにアクセスする」という意味です。5060は、Nuance Voice Web Server
が SIP接続要求を待機するポートです。

ネイティブオーディオの使用
ネイティブオーディオを使用するようにNuance Voice Web Serverを設定している場合
は、Nuance vwsコマンドを使用してサーバーを起動します。サーバーは、起動する
とすぐに Portal Serverソフトウェアにアクセスします。

Portal Serverソフトウェアへのアクセス
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